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10月 31日（土）13時半より東京・四ツ谷の主婦会館 3Fの会議室で開催

した、第 18回基礎体温計測推進研究会定例会のご報告をいたします。 

 

今回は、今話題を集めている最新のウェアラブル計測機器による基礎体温

計測がテーマでしたが、計測工学を専門とされる専門家やメーカーの皆様の

ご参加が多く、活発な意見交換がなされました。 

堀口貞夫会長が体調を崩されてお休みのため、会津大学の陳文西教授よりご挨拶をいただきまし

た。当研究会は、幅広い年齢層・様々な分野の方々が集まり、9年間も勉強会を続けてきたことと、

体温計測は 150年以上の古い技術ではあるが、今後 ICTによりとても面白い展開が期待される、など

お話しをいただきました。 

 

講演① 「ウェアラブル体温計について」 

早稲田大学人間総合研究センター 戸川 達男先生 

戸川先生からは、言葉としてはあり、WEBで検索するとそれらしいものは

たくさんあるが、実際にはない「ウェアラブル体温計」の最新の動向や現

状、そして今後の可能性についてお話しいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状では、多くの製品があり、ブルートゥースを用いてスマホなどで読み取るものなど簡便で完

成度の高いものも出てきており、技術的には高度化しているが、まだ理想的なものはなく、病院内で

の検温や基礎体温の計測など用途を絞ったものが注目されているそうです。 



TEMP TRAQは、24時間連続計測、スマホなどでモニターできるフレキシブルパッチを脇の下など

にあたるよう貼り付けるようです。使い捨てで 25ドルは高価なので、小児患者モニター用など病院

向けで、日本でも発売が開始されるようです。TEMP DROPは、脇の下に粘着パットで貼り付けて起床

2時間前の温度で排卵日予測などを行い、価格は 50ドルとのこと。他にも、シリコンバレーで開発

され、耳穴に装着する基礎体温トラッカーYONO Fertility Friendは$149で日本参考価格は 22,490

円。装着法は脇下、外耳道など様々ですが、まだ計測精度はわかっておらず、限界もあるようです。 

今後の可能性として、基礎体温計測を目的とすると、Ran’s Nightが先行してデータの蓄積を行

っているためその実績を生かす工夫が鍵となるという事、また熱流補償式のウェアラブル体温計が製

品化されたら、これらを超える機器と成り得る事が挙げられました。そこで熱流補償方式の深部体温

計についてご説明をいただきました。（コアテンプはテルモが製品化、ウェアラブル機器は試作のみ

でまだ製品化はできていません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱流補償方式は、現状の技術を結集すればウェアラブル体温計の新たな展開が期待でき、深部体

温計と同等の機器として、医療機器の認可および保険適用が得やすいが、極限までのローパワー化や

コストダウン、装着法の工夫などが重要とのことでした。ウェアラブル体温計の開発は、基本コンセ

プト、開発投資、行動力、感性など高いレベルが要求されるがチャレンジに値する、とまとめられま

した。 

 

戸川先生試作

（1980） 

 

キューオーエル社試作（2006） 

 



講演② 「携帯型深部体温計の開発」 

大阪電気通信大学 田村 俊世先生 

田村先生からは、奈良先端科学技術大学院大学 黄 銘先生と開発に取り

組まれた、非加熱型双熱流法の深部体温計についてお話しをいただきまし

た。まず、体温測定による体調管理の重要性について、アスリートや低体

温、熱中症など日常的に連続計測を必要とするニーズを説明いただきまし

た。 

 

 

 

 

 

熱流補償法は、体表面からの熱の放散を見かけ上０にすることにより、体内部から体表面への熱

流がなくなり、体表面と体深部が熱平衡状態になるのでこの状態で体表面温度を測れば、深部と同じ

温度を計測できるという原理です。現在製品化されている深部体温計は、据え置き型の加熱方式なの

で、これを携帯型とするため、非加熱型双熱流法を採用した深部体温計を開発されました。 

 



 

 

 

 

試作体温計の着用方法や、計測結果などもご説明いただき、従来の深部体温計と同等の精度や応

答特性の結果が得られたとのことでした。オムロンヘルスケア、テルモなどのメーカーでも、非加熱

型深部体温計の開発が進んでいるなど、携帯型の深部体温計実現の可能性があることを発表頂きまし

た。 



企業発表 「女性の健康を半世紀前と比較－自動計測基礎体温データの分析－」 

キューオーエル株式会社 北沢 真澄 

企業発表では、キューオーエル(株)が 2014年度より、NICT（国立研

究開発法人情報通信研究機構）委託事業 「ソーシャル・ビッグデー

タ利活用・基盤技術の研究開発」で取り組んでいる「月経周期と基礎

体温に基づく女性健康予報システムの研究開発」での分析結果が発表

されました。 

 

 

 

今回の分析は、2008/7～2014/7

の期間に Ran’s Nightデータが記

録され、右の女子力グラフで二相

性が確認された 653名分の 7,418

周期分（温度記録は 197,516日）

と、半世紀前の、高温期日数が 10

日以上あるもの 3,000周期の集計

を、周期日数・低温期/高温期日数

で比較しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

半世紀前のデータとしては、松本清一先生の著書、日本性科学大系Ⅲ「日本

女性の月経」より数値を引用、松本先生が正常排卵性周期としてまとめたデー

タ（1962）は、基礎体温所見で明らかな 2相性周期を呈し、高温期が 10日以

上あるものを 3,000周期の集計だったため、比較データとしては、女子力グラ

フで二相性が確認され、かつ高温期が 10日以上あるものを対象としたとのこ

とです。 

 



二相性が確認できた 7,418周期分のデータ状況

 

 

 

 まだ、集計途中なので、今後もしっかり分析してみるとのことでしたが、50年前より低温

期が平均約 0.7日長くなっていたという結果をどう判断したらよいか？という問題提起がありま

した。 

今回①自動計測機器の温度からも充分に二相性を把握できることと、②簡便な計測方法とデー

タの WEB管理は長期間継続可能で、健康管理に有用であることを実証できたという発表でした。 



陳先生からは、50年前も今回もこのようにたくさんのデータをとり集計できていることへの

評価と、堀口雅子先生からは産婦人科系の学会などでも発表するべきとのご意見が出ました。 

 

 

 

研究会の後は、8Fに会場を移しての懇親会となりました。 

 

 

計測機器の開発や組み込みソフト設計などの仕事をされている前シチズ

ンご担当者でもある土田眞人さんが、当日チェロを抱えてやってこられた

ので、皆でお願いした「白鳥」を演奏していただき、さらにアンコールで

もう 1曲、以前 CMで聞いたことがあるかっこよい曲を弾いてもらい、素晴

らしい時間を共有できました。 

     

 

 

 

 

 

次回第 19回は、2016年 5月を予定しております。みなさま半年後にも、ぜひご参加ください。ま

たお目にかかること、楽しみにしております。 


